
開催テーマ 第170回浮雲俳句会

　開催場所
いきいきセンター
晴嵐かなざわ

　

分科会開催報告書

報告日　　令和5年4月30日　(日） 報告者　　長島和子

分科会名　浮雲俳句会

開催日時　令和5年4月23日（日）　午前10時～12時

参加人数　　浮雲俳句会会員　　男8名　女4名　合計12名　欠席者1名

実施内容

次回の予定

　　　　　　藤の花白磁に描く筆の跡　　　　　和　女

令和5年5月28日（日）　午前10時～12時

全会員により、特選句6句を選ぶ。

披講　小俣一梲　会員

「第171回例会」は、いきいきセンター晴嵐かなざわ

兼題「川」を入れた1句、他に当季雑詠3句、合計4句。

　　　　　　散り残る花思ひやる鳶の笛　　　　十　九

　　　　　　夫雲に花の下より西方へ　　　　　あきえ

　　　　　　信濃路の遅き目覚めや花林檎　　　和　女

　　　　　　貌鳥や赤き反橋かすめ飛び　　　　三　旦

　　　　　　列島は浮かぶ花籠愛し国　　　　　三　旦

特選句

第170回例会は兼題「花」を入れた1句、当季雑詠3句、合計4句。

最初に太田重九代表より、佳作の選句は行わないとの話あり。

会計係より令和4年度の会計報告。

句会は小俣一梲会員による選句の披講後、会員各々が選んだ特選句の選評。

月当番による合評後、意見、質問、添削等、活発な意見交換がなされた。


